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退
任
の
先
生

工
藤
　
修
文 

先
生（
数
学
）

中
林
　
暉
幸 

先
生（
数
学
）

溝
口
　
龍
生 

先
生（
国
語
）

福
山
　
良
一 

先
生（
数
学
）

岩
木
　
忠
敬 

先
生（
英
語
）

吉
田
　
善
一 

先
生（
地
歴
）

石
渕
　
博
人 

先
生（
公
民
）

宇
藤
　
元
文 

先
生（
数
学
）

村
上
　
　
孝 

先
生（
理
科
）

徳
永
　
隆
一 

先
生（
数
学
）

吉
良
　
恵
介 

先
生

（
女
子
寮
監
）

　
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年

十
月
二
十
二
日
（
金
）
に
創
立

五
十
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
た
な
出
発
へ
!!

　
高
校
生
徒
代
表
　

友
田
　
万
莉

　
昭
和
三
十
五
年
、
当
時
で
は
県

内
初
と
い
わ
れ
た
少
数
精
鋭
の
中

高
一
貫
校
、
真
和
中
学
・
高
等
学

校
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
五

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
本
校
は
仏
教
精
神
を
基
本
と

し
た
、
徹
底
し
た
人
間
教
育
と

少
数
精
鋭
制
と
い
う
革
新
的
な

教
育
方
針
の
も
と
、
今
日
、
県

内
屈
指
の
進
学
校
と
し
て
知
ら

れ
る
真
和
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

　
私
が
、
今
、
こ
の
真
和
高
校

で
勉
強
で
き
る
の
も
五
十
年
に

わ
た
る
校
長
先
生
を
始
め
と
し

た
諸
先
生
方
と
今
ま
で
真
和
の

伝
統
を
守
り
続
け
て
き
た
偉
大

な
先
輩
の
方
々
の
お
陰
で
す
。

私
は
、
入
学
し
て
か
ら
本
当

に
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
語

り
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
様
々
な
体

験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
ど
れ
も
が
今
で
は

私
の
人
生
の
貴
重
な
宝
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
真
和
は
浄
土
宗
の
宗
門
学
校

と
い
う
こ
と
で
週
に
一
回
宗
教

の
授
業
が
あ
り
、
そ
の
時
次
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は

「
感
謝
す
る
心
」
に
つ
い
て
で

す
。
花
を
例
に
挙
げ
る
と
、
花

は
種
が
ま
か
れ
て
い
な
け
れ
ば

咲
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
種
を

ま
い
た
後
土
や
水
、
太
陽
の
光

が
な
け
れ
ば
花
を
咲
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に

多
く
の
も
の
に
支
え
ら
れ
て
は

じ
め
て
花
を
咲
か
す
こ
と
が
出

来
ま
す
。
そ
れ
を
「
縁
」
と
言

い
ま
す
。
こ
れ
は
花
だ
け
で
は

な
く
生
き
物
全
て
に
当
て
は
ま

る
事
で
、
私
た
ち
は
皆
、
一
人

で
生
き
て
い
る
の

で
は
な
く
お
互
い

に
支
え
合
っ
て
生

か
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
私
が
高
校
一
年

生
の
時
、
三
週
間

海
外
か
ら
の
青
少

年
と
共
に
沖
縄
で

環
境
問
題
を
討
論

し
な
が
ら
共
に
す

ご
す
事
業
「
ア
ジ

ア
青
年
の
家
」
に

参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
ま
で

私
は
自
分
が
「
日

本
人
」
と
言
う
こ

と
を
意
識
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
多
様
な

国
籍
の
人
々
が
集

う
中
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
参
加

し
た
学
生
の
二
人

が
、「
縁
」
と
い
う

言
葉
の
意
味
を
私
に
尋
ね
ま
し

た
。
宗
教
の
時
に
習
っ
た
こ
と

の
あ
る
私
は
そ
れ
を
彼
に

「Y
ou see, flow

ers can ,t
bloom

 w
ithout soil, w

ater
and the light from

  the sun.
In the sam

e w
ay, W

e hu-
m
an beings can ,t  live only
by ourselves. W

e need oth-
ers to live.

」

と
説
明
す
る
と
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
今
、
経
済
を
少
し
で
も

発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
中
で
、

自
分
の
力
だ
け
で
生
き
抜
こ
う

と
い
う
風
潮
が
あ
る
。
是
非
、

国
に
帰
っ
た
ら
日
本
人
の
『
感

謝
す
る
気
持
ち
』、『
御
縁
を
感
謝

す
る
気
持
ち
』
を
皆
に
伝
え
た

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
正

直
、
私
は
日
本
人
と
し
て
と
て

も
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
同
時
に
海
外
で
交
流
す

る
上
で
自
国
の
文
化
や
思
想
を

深
く
知
る
こ
と
は
、
自
分
が
何

者
で
あ
る
か
を
知
る
上
で
と
て

も
重
要
な
こ
と
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。

　
本
校
の
授
業
は
単
な
る
「
学

ぶ
」
と
い
う
事
だ
け
で
は
な

く
、
人
（
ヒ
ト
）
と
し
て
生
き

る
上
で
重
要
な
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
知
っ
た
わ
け
で
す
。

　
本
校
で
は
朝
礼
時
に
は
生
徒

全
員
が
合
掌
し
、
ま
た
登
下
校

時
に
は
校
門
近
く
の
四
恩
塔
へ

の
一
礼
な
ど
仏
教
精
神
を
基
本

と
し
た
心
の
教
育
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な

学
園
生
活
を
通
し
て
、
校
訓
の

誠
（
誠
実
を
持
っ
て
一
貫
す
る

こ
と
）
信
（
信
念
を
養
い
明
朗

な
る
こ
と
）
望
（
希
望
を
持
ち

努
力
す
る
こ
と
）
の
真
和
建
学

の
精
神
は
私
た
ち
真
和
生
す
べ

て
の
心
の
中
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
真
和
中
学
・

高
等
学
校
の
こ
の
脈
々
と
続
く

建
学
の
精
神
を
後
輩
へ
と
継
承

し
つ
つ
、
今
、
世
界
で
活
躍
す

る
偉
大
な
先
輩
方
に
引
き
続
き
、

「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
持
ち
な

が
ら
、
先
頭
を
き
っ
て
次
世
代

を
担
う
べ
く
若
い
世
代
の
一
員

と
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
村
武
司 

先
生

拭
担
当
教
科
　
寮
監

植
前
任
校
　
な
し

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
一
日
一
汗

燭
趣
味
　
ス
ポ
ー
ツ

緒
方
真
代 

先
生

拭
担
当
教
科
　
国
語

植
前
任
校
　
な
し

殖
好
き
な
こ
と
ば

　N
o w
orries,m

ate!

燭
趣
味
　
テ
ニ
ス

羽
島
隆
史 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校
　
熊
本
信
愛
女
学
院

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
何
も
咲
か

な
い
寒
い
日
は
、下
へ
下
へ

と
根
を
伸
ば
せ
。や
が
て
大

き
な
花
が
咲
く
。

燭
趣
味
　
バ
イ
オ
リ
ン

許
斐
基
嗣 

先
生

拭
担
当
教
科
　
英
語

植
前
任
校
　
な
し

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
温
故
知
新

燭
趣
味
　
読
書
、音
楽
鑑
賞

宮
尾
喜
美
子 

先
生

拭
担
当
教
科
　
家
庭
科

植
前
任
校

　
専
修
大
学
玉
名
高
等
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
自
分
ら
し

く
素
直
に
生
き
る

燭
趣
味
　
織
物

堤
　
耕
二 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校
　
矢
部
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
天
分
を
生
か
す

燭
趣
味
　
弓
道

松
浦
貞
勝 

先
生

拭
担
当
教
科
　
地
歴
公
民

植
前
任
校
　
熊
本
北
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
凡
事
徹
底

燭
趣
味

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
旅
行

松
下
勝
之 

先
生

拭
担
当
教
科
　
英
語

植
前
任
校
　
玉
名
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
の
ん
き

燭
趣
味
　
落
語
、ジ
ャ
ズ
、盆
栽

松
井
美
幸 

先
生

拭
担
当
教
科
　
英
語

植
前
任
校
　
壼
渓
塾

殖
好
き
な
こ
と
ば

　A
im
 high!

（
高
き
を
目
指

せ
）夢
は
消
せ
な
い

燭
趣
味
　
絵
画
鑑
賞
、映
画
鑑
賞

吉
津
憲
史 

先
生

拭
担
当
教
科
　
倫
理

植
前
任
校
　
必
由
館
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
日
常
生
活
が
旅
で
あ
る（
あ

る
女
流
作
家
の
言
葉
で
す
）

燭
趣
味
　
テ
ニ
ス

山
田
英
利 

先
生

拭
担
当
教
科
　
英
語

植
前
任
校
　
八
代
東
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　W
here there is a w

ill,
there is a w

ay.

燭
趣
味
　
日
本
画
鑑
賞
、木
工

芸
品
鑑
賞

松
本
ひ
ろ
み 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校
　
岩
田
中
学
校
・
高

等
学
校（
大
分
）

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
悩
む
門
に
は
福
来
た
る

燭
趣
味
　
島
巡
り
、陶
芸

　
真
和
中
学
・
高
等
学
校

　
　  

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典

　
上
田
校
長
は
、
真
和
の
創
立

時
の
思
い
出
や
、
こ
れ
か
ら
の

五
十
年
の
真
和
の
将
来
の
事
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
卒
業
生
に
よ

る
記
念

演
奏
会

が
開
か

れ
、
在

校
生
達

は
素
晴

ら
し
い

演
奏
に

魅
了
さ

れ
ま
し

た
。

北
田
　
薫 

先
生

拭
担
当
教
科
　
理
科

植
前
任
校

　
札
幌
龍
谷
学
園
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
強
い
人
間

は
自
分
の
運
命
を
嘆
か
な
い

（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
）

燭
趣
味
　
読
書

岩
田
茂
行 

先
生

拭
担
当
教
科
　
数
学

植
前
任
校
　
東
稜
高
校

殖
好
き
な
こ
と
ば

　
信
頼
・
至
誠
・
希
望

燭
趣
味
　
読
書
、テ
ニ
ス
、

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

鍬
田
研
一 

先
生

拭
担
当
教
科
　
国
語

植
前
任
校
　
大
津
高
等
学
校

殖
好
き
な
こ
と
ば
　
ド
リ
カ
ム

燭
趣
味
　
読
書
、虫
の
観
察
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 ［第１回］ 平成23年  9月23日（金・祝日）
 ［第２回］ 平成23年10月30日（日）
 ［第３回］ 平成23年11月23日（水・祝日）

入試説明会入試説明会 前年度の入試問題（解答例付）も
配布します。

［県南地区説明会］ 平成23年11月3日（木・祝日）
午後2時より八代市・やつしろハーモニーホール（3階大会議室）

［県北地区説明会］ 平成23年11月5日（土）
午後2時より玉名市・大麻文化会館（青年婦人会館）

［天草地区説明会］ 平成23年11月13日（日）
午後2時より本渡南公民館（旧・美来プラザ）

 9月18日（日）9:00～14:00
  見学にお出ください。文化祭文化祭

いずれも午前10時より本校で行います。

入試相談ブースも設けております。　申込不要
＊中学生は制服で来校をお願いします。

ホームページ　http://www.shinwa.ed.jp/

中
学
校
入
試

高
等
学
校
入
試

拭
特
待
生
試
験
か
ら

奨
学
生
試
験
へ
、特

典
を
さ
ら
に
充
実

　
昨
年
度
よ
り
奨
学
生
試
験
へ

変
更
に
な
り
、
そ
の
特
典
内
容

も
一
層
充
実
し
ま
し
た
。
奨
学

生
Ａ
は
入
学
時
納
入
金
十
一
万

円
の
全
額
免
除
と
奨
学
金
を
年

額
五
十
万
円
支
給
、
奨
学
生
Ｂ

は
入
学
時
納
入
金
十
一
万
円
の

全
額
免
除
と
奨
学
金
を
年
額
三

十
万
円
支
給
、
さ
ら
に
奨
学
生

Ａ
・
Ｂ
で
入
寮
の
場
合
は
入
寮

費
十
万
円
と
寮
費
月
額
（
五
四
、

〇
〇
〇
円
）
の
う
ち
三
万
円
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
専
願
生
試
験
で
も
専

願
奨
学
生
Ａ
・
Ｂ
合
格
者
は
同

様
の
特
典
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

植
二
度
の
受
験
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
そ
う
。

　
専
願
生
・
奨
学
生
の
受
験
生

が
本
年
度
三
六
三
名
（
昨
年
三

六
九
名
、
一
昨
年
三
四
八
名
）

と
な
り
、
中
高
一
貫
を
図
る
真

和
中
学
校
へ
の
志
向
が
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
専
願
生
・
奨
学
生
入

試
で
は
合
格
で
き
な
か
っ
た

が
、
一
般
入
試
を
再
受
験
し
た

一
三
名
（
昨
年
一
二
名
）
の
う

ち
、
一
般
入
試
で
合
格
し
て
三

名
（
昨
年
六
名
）
が
入
学
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
二
度
の
受

験
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
一

般
入
試
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
す
す
め
ま
す
。

拭
特
待
生
試
験
か
ら

奨
学
生
試
験
へ
、特

典
を
さ
ら
に
充
実

　
昨
年
度
よ
り
奨
学
生
試
験
へ

変
更
に
な
り
、
そ
の
特
典
内
容

も
一
層
充
実
し
ま
し
た
。
奨
学

生
Ａ
は
入
学
時
納
入
金
十
一
万

円
の
全
額
免
除
と
奨
学
金
を
年

額
五
十
万
円
支
給
、
奨
学
生
Ｂ

は
入
学
時
納
入
金
十
一
万
円
の

全
額
免
除
と
奨
学
金
を
年
額
三

十
万
円
支
給
、
さ
ら
に
奨
学
生

Ａ
・
Ｂ
で
入
寮
の
場
合
は
入
寮

費
十
万
円
と
寮
費
月
額
（
五
四
、

〇
〇
〇
円
）
の
う
ち
三
万
円
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
専
願
生
試
験
で
も
専

願
奨
学
生
Ａ
・
Ｂ
合
格
者
は
同

様
の
特
典
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

植
奨
学
生
の
合
格
率

九
八
％

（
一
般
生
再
受
験
者
を
含
む
）

　
奨
学
生
試
験
の
受
験
者
は
四

九
一
名
に
対
し
て
、
合
格
者
は

四
六
九
名
（
合
格
率
九
六
％
）

で
し
た
。
さ
ら
に
奨
学
生
試
験

で
合
格
で
き
な
か
っ
た
二
二
名

の
内
、
一
六
名
が
一
般
生
試
験

を
再
受
験
し
、
一
一
名
が
合
格

し
た
の
で
奨
学
生
の
受
験
者
は

九
八
％
の
合
格
率
で
し
た
。
こ

の
よ
う
に
合
格
の
チ
ャ
ン
ス
が

二
回
あ
る
こ
と
を
、
受
験
校
決

定
の
参
考
に
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

入試状況

平
成
二
十
三
年
度
真
和
中
・
真
和
高
等
学
校
奨
学
生

﹇
高
等
学
校
﹈

（
奨
学
生
Ａ
）

　
三
年
　
近
藤
　
未
来

　
三
年
　
野
村
香
菜
子

　
二
年
　
菅
原
　
佳
帆

　
一
年
　
本
田
　
幸
実

　
一
年
　
小
田
　
雅
人

（
奨
学
生
Ｂ
）

　
三
年
　
村
上
　
啓
介

　
三
年
　
中
村
　
優
志

　
三
年
　
小
田
　
詩
織

　
三
年
　
岩
城
　
聡
子

　
三
年
　
光
江
　
裕
美

　
三
年
　
廣
田
祐
理
奈

　
三
年
　
明
石
百
合
華

　
三
年
　
森
　
　
裕
邦

　
三
年
　
宮
尾
　
莉
奈

　
二
年
　
江
口
　
紀
子

　
二
年
　
上
野
　
乃
明

　
二
年
　
平
野
　
有
紀

 

復
興
と
共
に真

和
高
校
　
一
年
一
組
　
小
田
　
雅
人

　
四
月
八
日
、
お
釈
迦
様
の
お

誕
生
日
に
、
僕
は
真
和
高
校
の

生
徒
と
し
て
、
校
門
を
く
ぐ
り

ま
し
た
。
僕
は
真
和
中
学
校
に

在
学
し
て
い
た
た
め
、
今
ま
で

三
年
間
を
高
校
と
同
じ
場
所
で

過
ご
し
て
来
た
の
で
す
が
、
そ

の
日
の
真
和
の
校
舎
は
中
学
校

の
時
の
真
和
と
は
違
っ
て
見
え

ま
し
た
。
新
し
い
教
室
に
入

り
、
新
し
い
仲
間
や
先
生
方
と

出
会
い
、
全
て
が
新
し
い
環
境

の
中
で
、
僕
た
ち
は
高
校
生
と

し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
そ
の
日
の
約
一
か
月

前
、
三
月
十
一
日
に
、
大
き
な

震
災
が
東
日
本
を
襲
い
ま
し

た
。
広
範
囲
、
長
期
間
に
及
ぶ

余
震
や
、
そ
れ
に
伴
う
原
子
力

発
電
所
の
事
故
な
ど
、
大
規
模

な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
人
の
本
当

の
力
を
二
つ
、
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
被
災
さ
れ

た
方
々
の
、
自
ら
町
を
復
興
さ

せ
て
い
こ
う
と
す
る
、
強
い
思

い
で
す
。
仕
事
場
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
々
の
中
に
は
、
行
政

の
援
助
を
待
た
ず
に
、
自
分
た

ち
か
ら
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し

た
人
も
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
漁
港
で
働
い
て
い

た
人
々
も
、
で
き
る
範
囲
の
こ

と
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
二
つ
目
は
人
を
思

い
や
る
心
で
す
。
今
、
熊
本
の

町
の
商
店
街
で
も
、
東
日
本
大

震
災
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
真
和
で
も
震
災
直
後

に
、
生
徒
会
が
募
金
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
他
に
も
各
地
で

は
、
使
い
終
わ
っ
た
ラ
ン
ド
セ

ル
を
き
れ
い
に
し
て
送
っ
た
り

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
名
前
も
顔
も
知

ら
な
い
よ
う
な
人
々
を
手
助
け

し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
こ
ん

な
に
も
い
る
こ
と
に
、
と
て
も

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
、
自
分
で
何
か

を
し
よ
う
と
す
る
心
、
人
を
思

い
や
る
心
と
い
う
の
は
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
に
限
ら
ず
、
僕
た

ち
の
こ
れ
か
ら
に
も
、
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
義
務
教
育
も
修
了
し
、
大
人

に
も
う
一
歩
近
づ
い
た
僕
ら
に

は
、
自
ら
の
行
動
の
自
由
と
と

も
に
、
責
任
も
伴
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
何
か
を
与
え
て
も

ら
う
側
で
無
く
な
り
、
自
分
の

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

自
分
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
ら
が
よ
く
考
え
、
何
か

を
し
よ
う
と
す
る
力
を
身
に
つ

祷
を
し
て
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
新
入
生
は
一
一
二
人
と
い

う
多
さ
で
ク
ラ
ス
の
数
も
四
ク

ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
母

や
父
は
、
い
い
大
学
に
行
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
理
由
で
真
和
中

 

私
の
ス
タ
ー
ト

真
和
中
学
校
　
一
年
一
組
　
上
妻
　
将
彰

学
に
私
を
入
学
さ
せ
て
く
れ
た

よ
う
で
す
。
い
い
大
学
へ
行
く

た
め
に
来
た
と
い
う
新
入
生

は
、
他
に
も
い
た
よ
う
で
す
。

　
私
は
寮
に
入
っ
て
い
ま
す
。

家
か
ら
は
通
え
る
距
離
な
の
で

す
が
、
入
っ
て
み
た
か
っ
た

し
、
親
か
ら
も
「
入
っ
て
み
な

い
か
」
と
す
す
め
ら
れ
た
の
で

寮
に
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新
入
生
は
私
を
含
め
る
と
四
人

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
真
和
中
に
入
る
と
小
学
校
と

は
違
い
、
教
科
が
増
え
た
り
分

か
れ
た
り
し
て
多
く
な
る
の

で
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
の

か
、
と
い
う
不
安
を
持
っ
て
い

ま
す
。
で
も
父
に
聞
く
と
「
慣

れ
れ
ば
簡
単
な
こ
と
だ
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
な
の
で

早
く
真
和
中
学
校
の
授
業
や
生

活
に
も
慣
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　
真
和
中
学
校
の
授
業
は
、
他

の
中
学
校
と
は
違
っ
て
進
度
が

と
て
も
早
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
私
は
授
業
や
勉
強
を
す
る

中
で
、
特
に
、
英
語
、
数
学
に

受 験 者 合 格 者 合 格 点 受験者平均点
奨学Ａ 10（ 10）434（425） 奨専

国語
算数
社会
理科

合計

102
76
68
60

306

87
60
56
44

247

一般
奨学Ｂ 26（ 30）400（376）
奨学Ｃ 230（222）248（240）
奨学計 294（305）266（262）

専 願 69（ 64）
57（ 53）
内専奨Ｂ 1
専奨C30

179（176）

一 般 30（ 24） 13（ 12）250（232）

中Ⅰ総数112総 計 393（393）336（327）

［23年度中学入試結果］

（　）内は22年度

国語（50分・150点）
算数（60分・150点）
社会・理科（各40分・各100点）
（500点満点）

（500点満点）

受 験 者 合 格 者 合 格 点 受験者平均点
奨学Ａ 22（ 19） 409（433） 奨専

国語
社会
数学
理科

合計

67
70
57
48

313

74
68
57
67

英語 71 62

328

一般
奨学Ｂ 52（ 57） 365（400）
奨学Ｃ 395（422） 235（280）
奨学計 491（525） 469（498）

専 願 15（ 8） 11（ 7） 206（272）

一 般 68（ 68） 52（ 60） 303（272）
高Ⅰ総数285総 計 574（601） 532（565）

［23年度高等学校入試結果］

（　）内は22年度
各教科（50分・100点）

内専奨C7

　
二
年
　
増
永
　
結
衣

　
二
年
　
八
幡
　
美
咲

　
二
年
　
大
石
　
康
司

　
一
年
　
片
岡
　
寧
々

　
一
年
　
島
本
　
祐
希

　
一
年
　
井
上
佳
奈
枝

　
一
年
　
中
村
　
優
里

﹇
中
学
校
﹈

（
奨
学
生
Ａ
）

　
二
年
　
小
林
　
琴
美

（
奨
学
生
Ｂ
）

　
三
年
　
寺
増
　
　
萌

　
三
年
　
高
橋
　
啓
太

　
三
年
　
高
日
　
杏
輔

　
三
年
　
田
中
理
紗
子

　
三
年
　
山
崎
　
僚
子

　
二
年
　
前
田
　
英
仁

　
二
年
　
中
村
真
悠
子

　
一
年
　
上
妻
　
将
彰

　
一
年
　
廣
田
　
純
菜

け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
分
の
こ
と
ば
か

り
考
え
て
い
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
困
っ
て
い
る
人
が
あ
れ

ば
、
そ
の
人
の
本
当
の
痛
み
を

感
じ
る
よ
う
に
努
め
、
困
難
を

乗
り
越
え
る
勇
気
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
人
に
、
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
、
独
り
で
は
生

き
て
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

僕
も
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
々

に
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
人
々
に
、
口
に
出
せ
な
く

て
も
、
精
一
杯
感
謝
し
た
い
で
す
。

　
自
分
の
行
動
を
よ
く
考
え
た

上
で
、
人
の
役
に
も
立
て
る
よ

う
な
人
に
な
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
三
年
間
を
過

ご
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

力
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
塾
の
先
生
や
学
校
の
先
生

か
ら
も
、
英
語
と
数
学
に
は
力

を
入
れ
て
勉
強
し
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
六
月
か
ら
は

朝
課
外
が
始
ま
り
ま
す
。
な
の

で
朝
は
早
く
起
き
な
い
と
い
け

な
く
な
り
ま
す
。

　
今
か
ら
六
年
間
た
く
さ
ん
友

達
を
つ
く
り
、
た
く
さ
ん
遊

び
、
た
く
さ
ん
学
び
、
こ
れ
か

ら
六
年
間
、
真
和
中
学
校
、
高

校
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
三
九
期
卒
業
生
の
高

島
枝
里
で
す
。
真
和
高
校
を
卒

業
し
て
宝
塚
音
楽
学
校
に
入
学

致
し
ま
し
た
。

　
私
が
宝
塚
に
憧
れ
た
の
は
、

中
学
の
修
学
旅
行
で
初
め
て
宝

塚
を
観
劇
し
た
時
で
し
た
。
華

や
か
な
舞
台
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
は
全
く
宝
塚
に
入

る
事
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
「
素
敵
な
世
界
だ

な
あ
」
「
こ
の
舞
台
に
立
て
た

ら
」
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
真
剣
に
宝
塚
の
受
験
を
考
え

た
の
は
、
高
校
受
験
が
終
わ
っ

て
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
高

校
受
験
に
向
け
て
必
死
に
勉
強

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
将
来
自

分
が
何
を
し
た
い
の
か
見
つ
め

直
し
た
時
、
心
に
秘
め
て
い
た

思
い
「
宝
塚
音
楽
学
校
の
試
験

を
受
け
て
み
た
い
！
」
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
進
路
相
談
の

時
、
私
は
迷
わ
ず
担
任
の
先
生

に
「
宝
塚
を
受
験
し
ま
す
」
と

伝
え
ま
し
た
。
先
生
は
「
思
っ

た
事
に
挑
戦
し
て
み
な
さ
い
」

と
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
高
校
三
年
間
、
ず
っ
と
先

生
に
見
守
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
お
陰
で
私
は
無
我
夢
中
で

レ
ッ
ス
ン
に
通
い
、
夢
を
追
い

続
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
合

格
で
き
ま
し
た
の
も
先
生
の
支

え
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
こ
そ
と

本
当
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
私
立
理
系
の
ク
ラ
ス
を

専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
三
年
生

の
時
は
み
ん
な
が
必
死
で
勉
強

し
て
い
る
中
、
私
は
バ
レ
エ
、

声
楽
と
レ
ッ
ス
ン
に
通
い
続
け
、

勉
強
と
の
両
立
が
大
変
で
挫
け

そ
う
な
時
も
あ
り
ま
し
た
。
又

「
本
当
に
宝
塚
に
合
格
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
不
安

に
何
度
も
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
友
人

達
が
皆
、
希
望
の
進
路
に
向
け

て
一
生
懸
命
に
勉
強
を
し
て
い

る
姿
に
、
不
安
な
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
と
、
勇
気
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
真
和
高
校
か
ら
宝
塚

音
楽
学
校
に
合
格
す
る
事
が
出

来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
合
格
発
表
の
時
の
あ
の

嬉
し
さ
は
言
葉
に
で
き
ま

せ
ん
。
自
分
の
番
号
を
見

つ
け
た
時
、
夢
の
様
で
し
た
。

　
現
在
、
宝
塚
を
退
団

後
、
ま
た
新
し
い
夢
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
初
め
て
テ
レ
ビ
番
組
に

出
演
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
夏

は
、
ま
た
舞
台
に
立
た
せ
て
頂

き
ま
す
。
今
ま
で
経
験
し
た
事

の
な
い
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て
頂

き
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

日
々
多
く
の
経
験
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
四
月
八
日
の
入
学
式
は
、
黙

真
和
高
校
か
ら
宝
塚
歌
劇
団
へ

高
島
　
枝
里
（
39
期
生
）


